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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き企業収益や雇用環境が改善し、穏やかな景気回復基

調が継続しているものの、米国の保護主義政策やそれに端を発する貿易摩擦の激化リスクの高まりや原油高による

原材料費の高騰や人手不足による人件費の上昇など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループにおける当第１四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、受注高

は情報電気通信工事と総合設備工事の受注が増加したことにより、149億３千４百万円（前年同期比111.9％）とな

り、完成工事高は情報電気通信工事及び総合設備工事の完成工事が増加、とりわけ総合設備工事が前期繰越工事を

含めて順調に推移したことにより66億円（前年同期比135.3％）となりました。

損益につきましては、情報電気通信工事及び総合設備工事の完成工事高が増加したことに加え、総合設備工事の

原価率の改善により営業損失は４千４百万円（前年同期は営業損失１億２千２百万円）、経常利益は４千４百万円

（前年同期は経常損失３千万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は投資有価証券売却益による特別利

益の計上により８千７百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失３千１百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は228億１千７百万円（前連結会計年度末239億１千２百万円）と

なり、前連結会計年度末に比べ10億９千５百万円減少しました。この主な要因は、現金預金の増加があったもの

の受取手形・完成工事未収入金等が減少したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は103億３千５百万円（前連結会計年度末115億２千８百万円）

となり、前連結会計年度末に比べ11億９千２百万円減少しました。この主な要因は、支払手形・工事未払金等及

び短期借入金が減少したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は124億８千１百万円（前連結会計年度末123億８千４百万円）と

なり、前連結会計年度末に比べ９千６百万円増加しました。この主な要因は、その他有価証券評価差額金が増加

したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成30年５月８日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の

連結業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,850 4,543 

受取手形・完成工事未収入金等 7,940 4,276 

商品 84 82 

未成工事支出金 1,386 1,972 

材料貯蔵品 305 369 

その他 189 183 

貸倒引当金 △30 △24 

流動資産合計 12,726 11,404 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 2,730 2,689 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 255 241 

土地 2,903 2,903 

その他 3 1 

有形固定資産合計 5,892 5,836 

無形固定資産    

のれん 175 252 

その他 218 204 

無形固定資産合計 394 457 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,670 4,919 

その他 246 217 

貸倒引当金 △18 △17 

投資その他の資産合計 4,898 5,118 

固定資産合計 11,186 11,412 

資産合計 23,912 22,817 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,084 3,269 

短期借入金 4,461 3,998 

未払法人税等 319 74 

賞与引当金 386 121 

完成工事補償引当金 2 2 

工事損失引当金 141 179 

その他 912 1,412 

流動負債合計 10,308 9,057 

固定負債    

長期借入金 41 78 

退職給付に係る負債 1,072 1,087 

役員退職慰労引当金 － 11 

その他 105 100 

固定負債合計 1,219 1,278 

負債合計 11,528 10,335 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 801 801 

資本剰余金 562 562 

利益剰余金 10,639 10,637 

自己株式 △151 △151 

株主資本合計 11,851 11,849 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 746 832 

退職給付に係る調整累計額 △213 △201 

その他の包括利益累計額合計 532 631 

純資産合計 12,384 12,481 

負債純資産合計 23,912 22,817 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 4,879 6,600 

売上原価 4,391 6,001 

売上総利益 488 599 

販売費及び一般管理費 610 644 

営業損失（△） △122 △44 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 37 49 

持分法による投資利益 24 10 

受取賃貸料 14 14 

その他 19 18 

営業外収益合計 95 93 

営業外費用    

支払利息 1 3 

その他 2 1 

営業外費用合計 4 4 

経常利益又は経常損失（△） △30 44 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 115 

特別利益合計 － 115 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△30 160 

法人税等 0 72 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △31 87 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△31 87 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △31 87 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 107 82 

退職給付に係る調整額 14 12 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 3 

その他の包括利益合計 122 98 

四半期包括利益 91 185 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 91 185 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。 
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